
（席数４００席） 

横浜市鶴見公会堂（西友６・７階）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜キネマ倶楽部
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店 

いづみ書房 

横浜シネマリン（長者町） 

奥山修平さん 奥山修平さん

９月２０日９月２０日

記念上映会核兵器の全面的廃絶のための国際デー（９月２６日）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スタッフ】 

製作／絲屋寿雄 

若山一夫 

     山田典吾 

     能登節雄 

脚本／八木保太郎 

新藤兼人 

監督／新藤兼人 

撮影／植松永吉 

     武井大 

美術／丸茂孝 

照明／田畑正一 

録音／丸山國衛 

音楽／林光 

編集／近藤光雄 

【解説】 

アメリカがビキニ環礁で行った水爆実験に遭遇した日本人漁夫たちの姿をドキュメ

ンタリー風に劇化した問題作。１９５４年２月下旬、魚を求めて静岡の焼津港を出港

した乗組員２３名の漁船・第五福竜丸は太平洋のビキニ環礁あたりにいた。３月１

日午前３時４２分、乗組員たちは暗闇の中で天に向かって立ちのぼる白黄色の巨大

な火柱を目撃した。数分後、大爆音があたりを揺るがせて響き渡った。アメリカの専

門家たちによって行われた水爆実験だった。やがて、立入り禁止区域外にいて何も

知らなった第五福竜丸の乗組員に白い灰が降り注いだ。三日後、船員たちの灰が

ついた部分の皮膚は黒く変色、身体も変調をきたし始めた。帰国後、焼津協立病院

外科主任医師の診断により船員たちは原爆症と判明、第五福竜丸の船体から放射

能が検出されて、事件は大きく表面化した。物理学者、科学者、生物学者、医師など

が焼津に集まり、報道も動きだして日本中の目は焼津に注がれた。ニュースは世界

中に打電され、アメリカからも専門家が調査にやってきたが、何故か彼等は日本側

に積極的に協力しようとはしなかった。漁夫たちは東京の病院に移され、日本医療

科学の総力を結集しての治療が進められた。だが、年長者だった無線長の久保山

愛吉は「身体の下に高圧線が通っている…」と絶叫しつつ息絶えた。 

【キャスト】 

久保山愛吉：宇野重吉 

久保山しず：乙羽信子 

知事：小沢栄太郎 

木下博士：千田是也 

県衛生部長：永田靖 

清川博士：三島雅夫 

東一副院長：松本克平 

漁労長：稲葉義男 

熊谷博士：浜田寅彦 

都目博士：清水将夫 

助役：殿山泰司 

矢代きよの父：森川信 

アナウンサー：内藤武敏 

権田（船員）：田中邦衛 


